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１．研究計画の概要 
 本研究では，衰えた聴力や声を取り戻すだ
けではなくそれらをより優れたものとする
ための支援技術の基盤確立を目的とする。本
研究の狙いは、衰えた能力の機械による貧弱
な模倣と置き換えにではなく、それぞれの個
人が有する能力を自然に拡張する形で支援
するところにある。 
２．研究の進捗状況 
 本研究の基盤技術である高度な音声分析
変換合成術 STRAIGHT が、初年度の研究で生
まれた発明により、TANDEM-STRAIGHT として、
本質的な進歩を遂げた技術として生まれ変
わったことが、本研究の順調な進捗に大きく
貢献している。また、その基盤の上に構築さ
れる応用技術である音声変換手法も大きく
進展した。それらの大きな進歩により生まれ
た、当初の目標をより高いレベルで実現でき
る可能性をも追求することで、本研究は、当
初計画以上に順調に進捗していると評価で
きる状況にある。 
 以下、当初計画で挙げた、それぞれの研究
項目に対応させて補足説明する。 
(1) 個人性、自然性を高い品質で保存した、
音声の明瞭度、声年齢等諸属性の改善処理技
術については、前節で説明した発明を順調に
取り込んだ技術開発が進んでおり、当初計画 
(2) 実環境下での複数点受音による、主観的
品質と明瞭度を改善できる雑音抑圧／選択
的聴取技術 
(3) 記憶された音声と同じ印象を与える音
声の記述及び変換合成技術 
３．現在までの達成度 
 前節で説明した様々な要素を総合的に判
断すると、本研究の現在までの達成度の区分

を、以下のように評価することができる。 
①当初の計画以上に進展している。 
 この評価には、繰返しになるが、本研究の
基盤技術である STRAIGHTが、新発明により、
TANDEM-STRAIGHT という、理論的にも実用上
も優れた技術として生まれ変わったことが
大きく貢献している。 
４．今後の研究の推進方策 
 今後は、当初の計画で提案したように、成
果を社会に還元できるレベルにまで整備す
ることを目指すとともに、様々な応用イメー
ジを具体的に提示することを重点として進
める。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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